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American Accounting　 Association 75th Annual Meeting

             白 木 俊 彦*

            Toshihiko SHIRAKI

工.は じめに

 1991年 アメリカ会計 学会(AAA年 次大会)

が8月11日 か ら14日 までナッシュビル(テ ネ

シー州)の オプ リーラン「ドホテルにおいて開催

され、竹森一正教授 とともに参加 した。今大会

は75周 年を記念 した大会でもあ り、会員お よそ

2,345名 の参加があった。 このうち、 日本国内

に本務校 を有する参加者(現 在留学中の先生 も

含めて)は 、

 青木 茂男(東 京国際大学)

 檜田 信男(中 央大学)

 平松 一夫(関 西学院大学)

 飯野 利夫(駿 河台大学)

 稲垣冨士男(青 山学院大学)

 榊 原 英 夫(富 山大学短期 大学部)

 高松 正 昭(立 正 大学)

 竹森 一 正(中 部 大学)

 冨塚 嘉 一(中 央 大学)

 山 口 達 良(日 本 大学)

 矢 沢 秀 雄(専 修大 学)

 上 領 英 之(広 島修 道大学)

 畑 山  紀(札 幌学 院大学)

 中 島 省 吾(フ ェ リス女学 院大学)

 田 中 隆 雄(東 京経 済大学)

以 上(敬 称 は略)に 私 を含め16名 で あった。

 大 会 はAlvin A. Arens会 長 の も と に、

"CelebratiOn
, Evaluation and Rededication"を

テ ーマ に下 記 のスケ ジ ュールで 開催 された。

 この よ うな スケ ジュールの 中で、私 自身の関

                                         ス ケ シ ュ ー ル 表

                                 Highlights of the Annual Meeting

           Sα ηday         Moηday                Tuesday                l〃edηθsday

Morning Continuing  `Opening ceremony      Plenary session with Charles     Concurrent Sessions

         Professional  Plenary sesslon with     Nesson,         
Education    Rudolph Dornbusch     leading educators and businessmen

Lunch            Section business meetings  Plenary session with three leading  Concurrent sessions                     
and concurrent sessions     speakers on accounting education

         Registration  SectiOn business       Outstanding Accounting Educator   Awards and Emest Boyer,          
2:0O-7:00  1uncheons          Awards and AICPA Chairman of the President Of Carnegie

            and                     Board Tom Rlnerman          Foundation of Teaching
Afternoon open exhibits Concurrent sessions  Concurrent sessions    AAA Annual business meeting

                     Concurrent sessions       Concurrent sessions              Concurrent sessions

         Early Bird Welcome Reception Late Night All American Country Reception, Banquet and singerReception      Fair with Minnie Pearl  Lee Greenwood
*経 営 情 報 学 科 一 一 会 計

  Department of Business Administration and

Information Science‐Accounting
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心領域である国際会計領域のセクション（AAA

におけるインターナショナル会計セクションは

1976年8月23日にアトランタでのAAAの年度

会議において設立された。）参加して今後の国

際会計教育に役立つ事柄についてまとめてみた

い。

 大会初日の専門教育プログラムでは、我が国

でも有名なFREDERICKD．S．CHOI教授
（ニューヨーク大学）による国際会計セミナー

に参加した。国際会計という名のとおり、この

部会の会員の3分の1はアメリカ以外の国のメ

ンバーであり、出席者は少ないもののドイツ、

ニュージーランド、オーストラリアなど各国か

らの参加が多いことが特徴と言えよう。午前の

部では主に，国際会計の教科書の紹介を兼ねな

がら国際会計の研究領域に関して解説された。

そこでは、AAA会計カリキュラムの国際部門

が提供している学部生レベルの学習トピックス

及び教材が紹介され、また、．大学院における講

義内容についても参考資料が配付され、米国に

おける国際会計教育の実態が理解され、今後の

我が校あるいは我が国における国際会計教育の

指釜十になった。

 午後からは、午前の紹介に関連．して国際会計

の諸問題について意見交換された。各国におい

ても我が国同様に、国際会計という新しい研

究・教育の諸問題に苦労しているようであ一っ

た。

2．インターナショナルセクションの報告の内、

私の研究課題に関連した報告として、Stephen

B．Sa1ter及びTimothyS．Doupnikの“AN
EMPIRICAL TEST OF A JUDGEMENTAL

INTERNATIONAL  CLASSIFICATION  OF

FINANCIALREPORTING PRACTICES”があげ
られる。

I．国際会計セミナーの内容

 このセミナーの目的は

ユ．会計担当教員に会計の国際領域に関して刺

激を与えること

2．調査研究の諸問題及び機会に関して、学問

的に識別し、また討議すること

3．国際会計コースを設置し、また教育する指

導者を援助すること

4・．アメリカビジネススクール会議（American

Assembly of Co11egiate SchooIs of Business，

AACSB）の公式要請を発展させた会計カリキュ

ラム及び会議を国際化するためのアプローチを

研究すること

であった。

 また、具体的な内容としては、国際会計のパ

ターン、会計の多様性の資本市場効果、会計の

調和化、国際的報告の諸問題、外貨換算、海外

のインフレーション、国際会計教育等である。

 ここでは我が国における国際会計教育でも問

題となるテキストならびに講義内容に関する資

料を整理して紹介しておきたい。内容の検討一に

ついては、現在国内における国際会計教育に関

する文献を入手後、比較してみたい。まず、テ

キストとして次の著書が紹介されている。

1． Christopher Nobes and Robert Parker，

“Comparative Internationa1Accounting Third

Edition，”Prentice－Ha11．

2．一Gerhard G．Mue11er，He1en Gernon，and

Gary Meek，“Accounting：An Intemationa1

PerspectiveSecondEdition－ASupp1ementto

Introductory Accounting Textbooks，”Irwin．

3． Jeffrey  S． Arpan  and  Dhia  D．

A旧asim，“Internationa1   Dimensions   of

Accounting、’’Kent Pub1ishing Company．

4，Ahmed Be1kaoui，“Internationa1Accounting：

Issues・and Solutions，”Quorum Books．

5． H． Peter Holzer， et a1，一“Internationa1

Accounting，”Harper＆Row．

6． Samue1Fox and Nor1in G． Rueschhoff，

“Princip1es of Internationa1 Accounting，”

Austin Press．

7．Thomas G．Evans，Martin E．Tay1or，and

Oscar Ho1zmann，“Internationa1Accounting and

Reporting，”Macmi11an．

8，Jeffrey S．Arpan and Lee H．Radebaugh，

“Internationa1 Accounting and Mu1tinationa1
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Enterprises Third Edition，”John Wi1ey＆

Sons．

9． Frederic D． S． Choi and Gerhard G．

Mue11er， “International Accounting Second

Edition，”Prentice－Ha11．

10． Frederic D． S． Choi and Gerhard G．

Mue11er，“Frontiers of Intemationa1Accounting

An Antho1ogy，”UMI Research Press．

11． James A． Schweikart， “Cases in

Internationa1Accounting，”A Pub1ication of the

Internationa1 Section  of the  American

Accounting Association，

12． Frederick D． S． Choi， “Multinationa1

Accounting：A Research Framework for the

Eighties，”UMI Research Pres§．

13．Frederick D．S．Choi and Richard M．

Levich， “The Capital Market Effects of

Internationa1Accounting Diversity，”Sa1omon

Brothers Center for the Study of Financia1

InStitutiOnS．

14． Frederick Dl S． Choi， “Handbook of

Internationa1Accomti㎎，”John Wi1ey＆Sons

InC．

15． “The Spicer ＆ Oppenheim Guide t0

Financia1Statements Around the Wor1d，”John

Wi1ey＆Sons，Inc．

16．Coopers＆Lybrand （Internationa1），“1991

1ntemationa1Accounting Summaries：A Guide

for Interpretation and Comparison，”John Wi1ey

＆Sons，Inc．

17． Frederick D． S． Choi and Kazuo

Hiramatsu，  “Accounting  and  Financia1

Reporting in Japan：Current Issues and Future

Prospects in a Wor1d Economy，”Van Nostrand

Reinho1d（UK）Co．Ltd．

18．Abde1MAgamiandFe1ixPKo11aritsch，
“Annotated    Internationa1   Accounting

Bib1iography   1972一ユ981，”   Internationa1

Accounting Section  American  Aと。ounting

Association．

これらのテキストのうち多くは国内において知
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られている。

   次に、い一くつかの大学及び大学院の講義内容

について紹介しておこう。詳細については別稿

で紹介したい。

 ユ．Leonard N．Stem Schooi of Business New

York University

   この大学では、チョイ教授及びミューラー教

授の“Intemationa1Accounting”（Prentice－Ha11，

ユ984）をテキストとして、14回の講義内容は

A．会計の多様性と資本市場への影響

B．国際的な財務諸表分析における諸問題

C．国際会計の環境的対応

D．特別な技術的諸問題（外貨換算）

E．ケース分析：“Esso Ruritania”

F．特別な技術的諸問題（価格変動会計）

G．ケース分析：“Ice1andicEnterprises”

H．国際課税の諸問題

I．比較会計実務I

J．比較会計実務I

K．比較会計実務皿

L．会計の多様性の取扱

M．学生の研究発表

N．最終試．験

 2． Co1umbia University Graduate Schoo1of

Business

   この大学では

Frederick D．S．Choi and Gerhard G．Mue11er，

“Internationa1 Accounting，” Prentice－Ha11．

1984．

H． Peter Ho1zer， et a玉， “Internationa1

Accounting，”Harper＆Row，ユ984．

Christopher  Nobes  and  Robert  Parker，

“Comparative Internationa1Accounting，”Irwin，

1984．

をテキストとしている。講義内容は

A．序

B．外貨建取引の会計と外貨表示財務諸表の換

算会計と国際的な財務諸表分析における諸問題

C．外貨換算会計：換算方法の比較

D．外貨換算会計：代替法の評価

E．外貨換算会計：財政状態変動表
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F．インフレーション会計

G．インフレーション会計と外貨換算会計

H．一多国籍企業における業績評価一序と予算

I．業績評価一振替価格

J；業績評価一代替法の比較

K．業績評価一結論

L一．ヰヤッシュ報告システム

M．ゲストスピーカー一

N．セグメーント報告と比較会計報告システムヘ

の導入

O．実務の比較

P．発展途上国の会計システムと実務比較の結

論

Q．国際会計基準の調和化と国際会計組織と監

査

R．国際税務

S．国際税務

丁．要約と展望

3．University of Lancaster

A．グループの概念

B．振替価格

C．多国籍企業の財務機能

D．国際資本支出予算

一E．為替リスク管理と外貨換算

 最後に、アメリカ会計学会の会計カリキュラ

ム国際分野が提案している学部レベルの内容は

次のとおりである。．

A．社会における会計の性格と役割

B．会計原則の環境

C．事業組織の形態

D．貸借対照表の概念

E．損益計算書の概念

F．棚卸資産

G．減価償却

H．無形固定資産（営業権）

I．連結財務諸表

J．会計政策の形式化

K．価格変動会計

L．財務諸表分析

M．財務状態変動表

N．税務と意思決定

O．証明機能。

P．社会的責任

Q．資金言十画

R．資本支出予算

S．短期的意思決定情報。＝

T．経営情報システム

U㌧財務管理

V．業績評価

W．振替価格

中級会計学の内容

A．会計理論

B．会計政策の形式化

C．会計基準

D．貸借対照表概念

E．損益計算書概念

F．棚卸資産

G．無形固定資産（営業権）

H．二価格変動会計

I、財務諸表分析

J．セグメント報告

上級会計学

A．企業結合

B．連結財務諸表

C．外貨換算

監査

A．証明機能一概要（基準、手続、独立性、資

格、報告形式）

B．監査報告基準

C．監査手続

D．在外子会社の監査人との関係

E．監査人の独立性

F．監査報告書

G．監査委員会

H．内部監査

A．税務

税務一概要（税の種類、課税システム、条約、

税制上の優遇措置、サブパートF、計画）

B．一税金システム

C．海外所得の課税

D．税額控除



E．租税条約

F．税の優遇措置

G．サブパートF所得

H．国外補償金

公会計

A．政府会計

B．国際収支

C．社会責任会計

管理会計

A．資金計画

B．資本支出予算

C．短期意思決定情報

D．経営情報システム
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E．財務管理

F．業績評価

G．振替価格

 その他大学名が不明なもの及びテキストの内

容について、あらためて別稿で紹介したいと思
う。

 以上、第75回アメリカ会計学会に出席して我

が国における国際会計論にとって有用と考えら

れる参考資料を紹介してきたが、私自身にとっ

て、外貨換算会計の研究領域から国際会計教育

という大きな研究領域へと一歩拡大できたこと

は有意義であった。




